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六
月
二
十
一
日
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
神
漢
連
の
第
十
二
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
低
気
圧
の
接
近
に
よ
る
、
前
夜
か
ら

の
風
雨
の
激
し
い
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
顧
問
で
あ

ら
れ
る
石
川
忠
久
先
生
、
窪
寺
啓
先
生
の
ご
臨
席
を

賜
り
、
総
勢
六
十
余
名
の
出
席
で
し
た
。 

 

冒
頭
、
五
日
前
に
急
逝
さ
れ
た
田
原
健
一
副
会
長

を
悼
む
黙
祷
の
あ
と
、
水
城
ま
ゆ
み
議
長
の
開
会
の

言
葉
に
続
き
、
岡
崎
満
義
会
長
（
欠
席
）
か
ら
届
け

ら
れ
た
挨
拶
文
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。「
神
漢
連
は
二
〇
〇

六
年
に
六
十
数
名
の
会
員
で
旗
揚
げ
し
て
以
来
、
昨

年
十
周
年
を
迎
え
会
員
は
三
百
名
ほ
ど
に
ま
で
増
え

ま
し
た
。
こ
の
原
動
力
は
、
中
山
清
前
会
長
、
田
原

健
一
前
事
務
局
長
の
始
め
た
、
初
心
者
入
門
講
座
と

寺
子
屋
式
個
別
指
導
の
成
功
、
ま
た
、
こ
の
五
年
間

進
め
て
き
た
「
漢
詩
を
学
ぶ
」
に
加
え
て
〝
漢
詩
で

遊
ぶ
〟
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
り
漢
詩
の
す
そ
野
が
広

が
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
創
設
以
来
、
石
川
、
窪
寺
両

先
生
か
ら
ご
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
今
後
、
三

村
公
二
新
会
長
の
も
と
、
神
奈
川
の
新
方
式
を
更
に 

        

 
 発

展
す
べ
く
会
員
の
皆
様
と
共
に
推
し
進
め
て
下
さ

い
」。 

 

次
い
で
、
三
村
事
務
局
長
か
ら
活
動
報
告
、
十
周

年
記
念
行
事
報
告
、
今
後
の
活
動
計
画
の
提
案
、
続

い
て
決
算
報
告
、
予
算
計
画
、
規
約
改
定
案
、
人
事

新
体
制
が
提
案
さ
れ
、
幾
つ
か
の
質
疑
の
あ
と
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
議
事
の
終
了
後
、
会
員
の
ほ
か
外
来
の
人
も

加
わ
っ
て
、
石
川
先
生
の
講
演
「
陸
游
の
詩
」
八
首

に
つ
い
て
、
楽
し
く
有
益
な
講
演
が
九
十
分
間
に
わ

た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
隣
に
あ
る
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
ヒ
ル
に
移
っ

て
懇
親
会
が
催
さ
れ
三
十
五
名
の
参
加
を
み
ま
し
た
。

室
橋
執
行
理
事
の
司
会
に
よ
り
、
余
興
、
裏
話
し
な

ど
石
川
先
生
と
と
も
に
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

な
お
、
石
川
先
生
が
懇
親
会
の
席
に
お
い
て
即
興

で
作
ら
れ
た
賀
詩
を
紹
介
し
ま
す
。 

                     
 
  

（
中
島
龍
一
） 

  

偶
成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
川
岳
堂 

欲
冒
荒
天
赴
佳
會 

 

荒
天
を
冒
し
て
佳
会
に
赴
か
ん
と
欲
す 

可
驚
神
漢
雅
筵
情 

 
 

驚
く
べ
し
神
漢 

雅
筵
の
情 

先
賢
亡
後
後
賢
在 

 
 

先
賢
亡
じ
し
後 

後
賢
在
り 

何
事
綿
綿
有
不
成 

 

何
事
か
綿
々
成
ら
ざ
る
有
ら
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                 
 

 
 

 

右より、三村新会長、水城、中島 両副会長 

神
漢
連
総
会
開
か
れ
、
新
体
制
成
る 
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会
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
村 

公
二 

初
心
者
入
門
講
座
／
研
修
会
／
吟
行
会
を
三
本
柱

と
し
て
今
の
神
漢
連
の
基
礎
を
築
か
れ
た
の
は
故
中

山
初
代
会
長
で
、
石
川
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
「
金
河

新
様
式
」
の
盤
石
の
基
盤
を
作
ら
れ
た
の
が
岡
崎
前

会
長
で
あ
る
。
二
代
に
わ
た
る
極
め
て
優
れ
た
指
導

者
の
下
で
神
漢
連
は
こ
こ
ま
で
成
長
し
て
き
た
の
だ

が
、
こ
の
度
、
私
が
そ
の
あ
と
を
次
い
で
三
代
目
の

会
長
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
徳
川
幕
府
が
三
百
年

も
続
い
た
の
は
三
代
目
の
家
光
が
、
就
任
当
座
は
無

事
に
勤
ま
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
さ
れ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
彼
を
支
え
る
人
達
の
力
も
あ
っ
て
徳
川

十
五
代
の
基
礎
を
作
っ
た
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

幸
い
に
も
私
に
は
家
光
同
様
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

優
れ
た
多
く
の
仲
間
が
い
る
。
こ
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ

る
限
り
、
た
と
え
力
は
先
の
二
人
の
会
長
に
は
及
ば

な
く
て
も
〝
山
椒
は
小
粒
で
も
ピ
リ
リ
と
辛
い 

″

を
目
標
に
頑
張
れ
る
で
あ
ろ
う
と
気
を
引
き
締
め
て

い
る
。
先
日
、
あ
る
先
輩
女
性
会
員
の
方
か
ら
、「
会

長
は
風
を
受
け
て
大
空
を
悠
然
と
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
の

よ
う
な
存
在
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
の
優
し

い
が
、
厳
し
い
御
助
言
を
頂
い
た
。
こ
の
言
葉
を
胸

に
刻
ん
で
、
皆
様
方
か
ら
の
暖
か
い
風
を
た
く
さ
ん

頂
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
今
の
私

の
心
境
で
あ
る
。 

 

私
は
岡
崎
前
会
長
の
下
で
こ
の
二
年
九
ヶ
月
、
私

な
り
の
考
え
も
加
え
て
事
務
局
長
を
務
め
て
き
た
の

で
、
会
長
に
な
っ
て
も
「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊

ぶ
」
を
基
本
と
し
て
神
漢
連
の
諸
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
い
う
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。
五
月
の
全

日
本
漢
詩
連
盟
理
事
会
・
代
議
員
会
で
私
は
「
皆
さ

ん
は
漢
詩
連
盟
を
、
漢
詩
を
作
る
人
だ
け
の
会
に
し

た
い
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
漢
詩
が
好
き
な
人
々
が

集
う
会
に
し
た
い
の
で
す
か
、
ど
ち
ら
で
す
か
」
と

声
を
大
に
し
て
申
し
上
げ
た
。
こ
の
発
言
は
三
月
の

神
漢
連
漢
詩
大
会
で
石
川
忠
久
先
生
の
ご
講
演
を
聞

き
に
四
百
人
も
の
多
く
の
方
々
が
集
ま
っ
た
と
い
う

事
実
を
背
景
に
し
て
い
る
。
漢
詩
が
好
き
だ
と
い
う

人
は
我
々
が
想
像
し
て
い
る
よ
り
は
る
か
に
多
く
、

漢
詩
連
盟
の
会
員
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
の
は
、
関

係
者
が
作
詩
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
に
漢
詩
好
き
と
い

う
方
々
を
迎
え
入
れ
る
努
力
を
し
て
い
な
い
事
が
原

因
だ
と
申
し
上
げ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
漢
詩
は
決

し
て
絶
滅
危
惧
種
で
は
な
い
と
思
う
。 

私
の
会
長
と
し
て
の
最
大
の
使
命
は
、
神
漢
連
を

漢
詩
を
作
る
人
だ
け
の
会
に
す
る
の
で
は
な
く
、
会

員
が
自
由
に
漢
詩
を
楽
し
め
る
環
境
、
漢
詩
で
遊
べ

る
場
を
提
供
し
て
い
く
事
だ
と
考
え
て
い
る
。
竹
林

舎
の
先
生
方
に
よ
る
漢
詩
鑑
賞
会
の
更
な
る
充
実
、

サ
ー
ク
ル
毎
の
作
詩
以
外
の
自
由
な
活
動
、
連
盟
以

外
の
詩
吟
界
、
書
道
界
と
の
コ
ラ
ボ
、
中
華
街
と
の

連
携
の
実
績
を
作
っ
た
よ
う
に
地
元
団
体
と
の
コ
ラ

ボ
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
又
、
漢

詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
「
二
文
字
＋
二
文
字
＋
三
文

字
」
を
並
べ
て
一
句
作
る
遊
び
に
多
く
の
方
が
興
味

を
持
た
れ
、
中
に
は
入
門
講
座
を
受
講
し
た
い
と
い

う
人
も
出
て
き
た
よ
う
に
、
漢
詩
初
め
て
と
い
う
方

の
為
に
、
更
に
は
、
こ
れ
か
ら
漢
詩
作
り
に
取
り
組

み
た
い
と
い
う
若
い
人
達
の
為
に
、
今
ま
で
の
詩
語

集
の
み
に
頼
っ
た
漢
詩
の
取
り
上
げ
方
と
は
異
な
る

「
ス
マ
ホ
（
パ
ソ
コ
ン
）
で
漢
詩
」
の
活
動
を
強
化

し
て
全
国
レ
ベ
ル
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
一
方
、
漢
詩
作
法
の
各
人
の
詩
力
向
上
に
つ
い

て
は
、
聯
珠
詩
格
の
勉
強
会
の
よ
う
な
中
級
講
座
の

充
実
も
重
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

昨
年
よ
り
、
全
日
本
漢
詩
連
盟
を
頂
点
と
す
る
新

し
い
全
国
組
織
が
確
立
さ
れ
た
。
神
漢
連
は
こ
れ
ら

の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
全
国
の
仲
間
の
先
頭
に
立
っ
て

漢
詩
界
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
努
力
を
し
て
い
く
事

も
又
重
要
な
仕
事
で
あ
ろ
う
。
や
り
た
い
事
、
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
多
い
が
、
そ
の
具
体
的
な

進
め
方
に
つ
い
て
は
順
次
皆
様
方
に
ご
提
案
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

 

事
務
局
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

 
 

高
津 

有
二 

八
年
前
、
神
漢
連
の
門
を
叩
い
た
時
に
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
の
が
当
時
の
田
原
事
務
局
長
で
し
た
。 

こ
の
度
、
四
代
目
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
五
日
前

に
田
原
さ
ん
と
幽
明
境
を
異
に
す
る
と
は
一
体
誰
が

想
像
し
た
で
し
ょ
う
か
。
声
が
大
き
い
位
が
取
り
得

の
浅
学
菲
才
の
身
で
あ
り
な
が
ら
お
引
き
受
け
し
た

以
上
、
歴
代
会
長
が
敷
か
れ
た
神
漢
連
の
よ
き
伝
統

で
あ
る
「
漢
詩
を
学
び
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」
を
楽
し
く

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
、
事
務
方
と
し
て
の
責
務
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
に
は
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
叱
咤
激
励
と
絶
大
な
る
協
力
な
く
し
て

は
実
現
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
三
村
会

長
の
よ
き
女
房
役
と
し
て
、
全
力
投
球
す
る
こ
と
を

田
原
さ
ん
の
御
霊
に
お
誓
い
申
し
上
げ
て
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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次
の
十
年
へ
の
大
い
な
る
期
待 

―
岡
崎
会
長
退
任
挨
拶
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
崎 

満
義 

 

ど
ん
な
組
織
で
も
そ
れ
が
大
き
く
て
も
小
さ
く
て

も
組
織
の
長
の
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
活

動
の
場
に
姿
を
見
せ
る
こ
と
、
い
ろ
ん
な
人
と
肉
声

で
語
り
合
う
こ
と
、
そ
れ
が
最
低
限
の
義
務
だ
と
思

っ
て
き
た
。
そ
れ
が
こ
こ
二
年
間
、
家
庭
の
事
情
で

で
き
な
く
な
り
、
神
漢
連
の
ほ
と
ん
ど
の
活
動
を
欠

席
し
て
し
ま
い
、
皆
さ
ん
に
申
し
訳
な
く
、
心
苦
し

い
日
々
だ
っ
た
。
そ
の
間
三
村
公
二
事
務
局
長
を
中

心
に
理
事
、
運
営
委
員
の
方
々
の
獅
子
奮
迅
の
働
き

で
十
二
分
に
カ
バ
ー
し
て
頂
き
、
神
漢
連
は
よ
り
パ

ワ
フ
ル
に
動
き
初
め
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
本
当

に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
っ
た
。 

 

学
者
肌
の
厳
し
い
故
・
中
山
清
前
会
長
と
初
心
者

入
門
講
座
で
硬
軟
と
り
ま
ぜ
た
寺
子
屋
方
式
を
作
り

石
川
岳
堂
先
生
に
「
金
河
の
新
方
式
」
と
称
え
て
も

ら
っ
た
田
原
健
一
前
事
務
局
長
の
キ
メ
細
か
い
教
室

運
営
を
有
り
難
く
受
け
継
い
だ
。
こ
の
初
心
者
講
座

の
成
功
こ
そ
が
神
漢
連
発
展
の
大
な
る
バ
ネ
で
あ
っ

た
。
こ
の
貴
重
な
財
産
を
次
世
代
に
そ
っ
く
り
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
き
た
。 

 

創
設
十
周
年
を
迎
え
た
神
漢
連
の
次
の
飛
躍
は
三

村
公
二
会
長
に
か
か
っ
て
い
る
。
何
の
心
配
も
な
い
。

更
な
る
発
展
を
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
る
。

会
員
諸
氏
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。  

  

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
一
日
の
総
会
で
承
認
済
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

☆ 

理
事 

 
 
 

玉
井 

幸
久   

石
川 

省
吾 

 

古
田 

光
子 

  

岡
田 

泰
男   

横
山 

真
吾 

 

桜
庭 

慎
吾 

☆ 

執
行
理
事
（
役
職
） 

三
村 

公
二
（
会
長
・
新
任
） 

水
城 

ま
ゆ
み
（
副
会
長
） 

中
島 

龍
一
（
副

会
長
・
新
任
）
高
津 

有
二
（
事
務
局
長
・
新

任
） 

香
取 

和
之
（
事
務
局
次
長
・
新
任
） 

 
 
 

吉
岡 

昭
夫 

 

室
橋 

幸
子 

 

川
上 

修
己 

飯
島 

敏
雄 

 

瀧
川 

智
志 

 

喜
多 

基
（
新

任
） 

☆ 

監
事 

 

柴
田 

洋
（
執
行
理
事
よ
り
異
動
） 

 

松
井 

秀
人
（
新
任
） 

☆ 

特
別
相
談
役              

 

岡
崎 

満
義
（
新
任
） 

☆ 

相
談
役 

 

住
田  

笛
雄
（
新
任
） 

☆ 

顧
問 

 
 
 

石
川 

忠
久  

窪
寺 

啓 
 

淺
岡 

清
明 

 

 
 
 

城
田 

六
郎 

三
上 

光
敏
（
新
任
） 

 
   

池
上 

一
利
（
新
任
） 

☆ 

運
営
委
員 

 

中
島 

義
和 

 

山
口 

幸
雄 

 

中
野 

雅
利
男  

家
吉 

幸
二  

犬
飼 

尭  

   

新
井 

治
仁
（
新
任
） 

大
森 

冽
子
（
新
任
） 

   

山
岡 

健
郎
（
新
任
）  

岩
波 

弘
道
（
新
任
） 

 

橋
本 

孝
一
（
新
任
）  

牛
山 

知
彦
（
新
任
） 

平
成
二
十
八
年
度
決
算
・
二
十
九
年
度
予
算 

平
成
二
十
九
年
度
人
事 
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平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日
（
水
）、
ま
だ
秋
の
薔

薇
が
咲
く
港
の
見
え
る
丘
公
園
内
の
神
奈
川
近
代
文

学
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
創
立
十
周
年
の
記
念
式
典

及
び
第
十
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

総
勢
百
名
強
の
出
席
者
で
あ
っ
た
。 

ま
ず
総
会
が
先
行
し
て
開
催
さ
れ
、
時
間
を
四
十

分
間
に
短
縮
し
て
、
岡
崎
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
事

業
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査
と
進
み
、
平
成
二

十
八
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
、
人
事
案
が
承
認
さ

れ
た
。 

続
い
て
、
記
念
式
典
に
移
行
し
、
田
原
副
会
長
の 

開
会
宣
言
、
岡
崎
会
長
の
式
辞
（
要
旨
は
「
漢
詩
を 

学
ぶ
・
漢
詩
で
遊
ぶ
」
を
神
漢
連
の
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
の
び
や
か
に
活
動
が
で
き
た
と
実
感
し
て
い
る
）

に
続
い
て
、
顧
問
で
あ
ら
れ
る
石
川
忠
久
先
生
、
窪

寺
啓
先
生
、
来
賓
と
し
て
神
奈
川
新
聞
社
の
丸
山
孝

文
化
部
長
、
産
経
新
聞
社
の
新
井
好
典
横
浜
総
局
長

様
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
漢
連
十
年
の

歩
み
に
つ
い
て
は
、
三
村
事
務
局
長
か
ら
説
明
し 

た
。
感
謝
状
は
神
漢
連
創
立
に
関
わ
っ
た
五
名
（
岡

崎
満
義
・
田
原
健
一
・
水
城
ま
ゆ
み
・
桜
庭
慎 

吾
・
礒
野
衞
孝
の
各
氏
）
に
授
与
さ
れ
、
礒
野
氏
が

創
立
時
の
苦
労
話
を
語
っ
て
く
れ
た
。 

記
念
講
演
が
始
ま
る
頃
に
は
会
場
の
人
数
も
増
え 

て
、
石
川
忠
久
先
生
に
よ
る
「
神
奈
川
に
縁
の
漢
詩
」

十
首
に
つ
い
て
、約
二
時
間
に
わ
た
る
解
説
が
あ
り
、

作
詩
を
し
た
頼
山
陽
や
三
島
中
洲
、
安
積
艮
斎
‥
の

人
脈
や
人
と
な
り
も
含
め
て
興
味
深
い
お
話
を
聴
く

こ
と
が
で
き
た
。 

ま
た
別
室
に
各
サ
ー
ク
ル
会
員
に
よ
る
自
詠
自
書
、

色
紙
、
フ
ォ
ト
漢
詩
、
詩
集
な
ど
の
展
示
を
し
た
。 

懇
親
会
は
中
華
街
の
菜
香
新
館
に
お
い
て
六
十
六

名
の
参
加
が
あ
り
盛
大
に
行
わ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
(

中
島
龍
一) 

  

 
 

               

   

「
歩
こ
う
神
奈
川
・
漢
詩
八
十
景
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
奈
川
漢
詩
紀
行 

 

当
連
盟
の
発
足
十
周
年
の
記
念
と
し
て
こ
の
「
神

奈
川
漢
詩
紀
行
」
を
発
行
し
た
。
掲
載
し
た
八
十
詩

は「
神
奈
川
県
郷
土
文
学
資
料 

漢
詩
文
編
」よ
り
、

紀
行
ス
タ
イ
ル
を
と
り
、
箱
根
か
ら
は
じ
め
て
小
田

原
、
大
磯
、
平
塚
等
東
海
道
の
宿
場
や
鎌
倉
、
三
浦

半
島
を
中
心
に
編
集
し
て
い
る
。
内
容
は
初
心
者
に

も
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
常
用
漢
字
を
使
用
し
、

詩
の
背
景
、
読
み
下
し
文
、
語
釈
・
通
釈
・
詩
人
略

伝
な
ど
詩
の
理
解
を
容
易
に
し
て
い
る
。 

 

こ
の
紀
行
を
手
に
名
所
・
旧
跡
を
訪
ね
れ
ば
一
段

と
興
味
が
深
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。（
城
田
六
郎
） 

 

会
報 

漢
詩
神
奈
川
（
特
別
二
十
号
）  

「
十
数
年
の
あ
ゆ
み
」 

神
漢
連
「
十
周
年
の
歩
み
」
を
四
十
頁
の
冊
子
に

ま
と
め
、
会
報
第
二
十
号
特
別
記
念
号
と
し
て
、
昨

年
八
月
末
付
で
神
漢
連
全
会
員
及
び
各
都
県
漢
詩
連

盟
に
配
布
し
た
。
正
式
な
タ
イ
ト
ル
は
、「
漢
詩
を
学

ぶ
、漢
詩
で
遊
ぶ
ー
神
奈
川
漢
詩
連
盟
十
年
の
歩
み
」

で
す
。
連
盟
の
過
去
の
活
動
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て

お
り
、
最
近
入
会
さ
れ
た
方
々
に
役
立
つ
情
報
が
多

数
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
多
く
の
会
員
の
執
筆
・ 

協
力
の
も
と
完
成
し
た
。  

 
 
 

（
香
取
和
之
） 

  

創
立
十
周
年
記
念
出
版 

平
成
二
十
八
年
度
総
会 

お
よ
び
神
漢
連 

創
立
十
周
年
記
念
式
典 

後列左から 5名感謝状授与者 

（礒野、田原、岡崎、桜庭、水城の各氏） 
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平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日
（
水
）
の
記
念
式
典

に
引
き
続
き
漢
詩
大
会
と
漢
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
た
。 

漢
詩
大
会 

表
彰
式
と
記
念
講
演
会 

 

 
 

 
 

 

漢
詩
を
大
い
に
楽
し
む 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
創
立
十
周
年
記
念
漢
詩
大
会

は
平
成
二
十
九
年
三
月
十
七
日
（
金
）、
午
後
一
時
よ

り
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。 

表
彰
式
に
は
、
愛
知
や
栃
木
、
山
梨
な
ど
の
県
外

の
入
賞
者
を
含
め
、
百
名
余
の
参
加
者
が
集
い
、
神

漢
連
の
会
長
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
白
西
紳
一
郎
様

（
日
中
協
会
理
事
長
）、
謝
成
發
様
（
横
浜
華
僑
総
会 

            

 

会
長
）、
曾
徳
深
様
（
横
浜
中
華
街
発
展
会
協
同
組
合

顧
問
）
新
井
好
典
様
（
産
経
新
聞
社
横
浜
総
局
長
）、

秋
山
理
砂
様
（
神
奈
川
新
聞
社
文
化
部
長
）
よ
り
祝

辞
を
頂
い
た
。 

引
き
続
い
て
、表
彰
状
授
与
は
、特
別
賞
十
一
名
、

秀
作
賞
九
名
の
代
表
、
入
選
十
一
名
の
代
表
に
順
次

行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
石
川
郁
三
氏
（
横
浜

市
長
賞
・
栃
木
県
）
の
謝
辞
を
頂
い
た
。 

次
に
石
川
忠
久
先
生
か
ら
特
別
賞
十
一
首
に
つ
い

て
の 

選
評
を
い
た
だ
い
た
。こ
の
選
評
は
、詳
し
く
、

わ
か
り
や
す
く
し
か
も
面
白
く
お
話
し
さ
れ
、
会
場

の
参
加
者
に
と
っ
て
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。 

つ
ま
り
、
詩
が
こ
な
れ
て
い
る
か
、
風
格
が
あ
る

か
、
起
承
転
結
の
構
成
が
と
れ
て
い
る
か
、
文
字
の

働
き
が
あ
る
か
、
用
語
の
上
品
さ
や
結
句
の
オ
チ
の

有
無
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
語
っ
て
い
た
だ
き
、
あ

た
か
も
漢
詩
稽
古
の
指
南
の
ひ
と
と
き
の
感
が
あ
っ

た
。 ち

な
み
に
、
応
募
者
は
東
北
か
ら
九
州
に
及
び
、

詩
の
数
は
二
百
六
十
七
首
（
応
募
者
一
八
八
人
）
で

あ
り
、
高
校
生
（
三
名
）
か
ら
九
十
歳
代
六
名
（
最

高
齢
九
十
二
）
ま
で
、
男
女
別
で
は
男
七
割
、
女
三

割
で
あ
っ
た
。 

特
別
賞
作
品
の
顕
彰
の
た
め
に
、
中
国
語
朗
詠
を

当
連
盟
の
若
き
女
性 

張
頴
（
チ
ャ
ン
・
イ
ン
）
さ

ん
に
よ
っ
て
華
や
か
に
謳
わ
れ
、
吟
詠
は
、
伴
奏
を

琴
古
流
尺
八
笙
詠
会
の
栗
城
笙
童
先
生
に
よ
り
当
連

盟
の
精
鋭
で
あ
る
吟
者
七
名
が
順
に
高
ら
か
に
詠
じ

素
晴
ら
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
た
。 

こ
の
あ
と
十
分
間
の
休
憩
を
と
り 

午
後
三
時
か
ら

記
念
講
演
が
催
さ
れ
た
。 

こ
の
時
点
で
会
場
の
大
ホ
ー
ル
は
一
・
二
階
と
も

満
席
（
四
百
八
十
人
）
と
な
り
、
立
っ
て
聞
く
人
が

出
る
ほ
ど
に
至
っ
た
。 

石
川
先
生
の
人
気
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
た
次
第
で
あ

っ
た
。
会
場
入
り
口
に
準
備
し
た
説
明
書
三
百
部
が

品
切
れ
と
な
り
、
来
場
の
お
客
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
し
ま
っ
た
。 

演
題
の「
陶
淵
明 

詩
と
人
生
」は
帰
去
来
の
辞
、

飲
酒
な
ど
八
首
の
詩
に
つ
い
て
鑑
賞
し
な
が
ら
陶
淵

明
の
生
い
立
ち
か
ら
役
人
生
活
、
従
軍
、
田
園
の
隠

居
生
活
を
説
明
さ
れ
て
、
詩
人
と
し
て
の
真
価
と
心

の
う
ち
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
漢
詩
の
面
白
さ
を
味

あ
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 
 
 
 

（
中
島
龍
一
） 

               

 

創
立
十
周
年
記
念
漢
詩
大
会 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
・
十
七
日 

（
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
に
て
） 創立十周年記念大会開催・会長挨拶代読 

石川忠久先生の講演 
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厳
正
な
る
審
査
の
結
果
は
、
特
別
賞
十
一
人
、
秀

作
賞
九
人
、
入
選 

十
一
人
、
計
三
十
一
人
（
内
、

神
漢
連
は
十
一
人
）
で
あ
り
、
特
別
賞
、
秀
作
賞
お

よ
び
入
選
者
の
漢
詩
の
小
冊
子
の
発
行
を
行
い
関
係

者
に
配
布
し
た
。 

    

横
浜
市
長
賞 

 

「
橫
濱
中
華
街
吟
行
」 

 
 

 

栃
木
県 

 

石
川
郁
三 

川
崎
市
長
賞 

  

「
稲
村
崎
懷
古
」 

 

 
 
 

千
葉
県 

 
田
沼
裕
樹 

一
般
社
団
法
人
日
中
協
会
賞 

「
伯
理
提
督
」 

 
 
 
 
 
 
          

福
岡
県 

 

瀬
戸
毅
義 

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
賞 

「
橫
濱
中
華
街
卽
事
」 

 

 
 

三
重
県 

 

田
中
久
治 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
会
長
賞
「
菜
香
新
館
」 

 
 
 

 
 

神
奈
川
県 

室
橋
幸
子 

横
浜
華
僑
総
会
賞 

  

「
金
港
中
華
街
」 

 
 
 

 

山
梨
県 

 

髙
山
一
雄 

横
浜
中
華
街
発
展
会
協
同
組
合
賞 

「
橫
濱
中
華
街

中
秋
節
」 

 
 
 
 
 
 

愛
知
県 

 

大
矢
恒
久 

読
売
新
聞
社
横
浜
支
局
長
賞 

「
橫
濱
港
龍
舟
競
渡
」 

 

福
岡
県 

  

篠
崎
義
道 

産
經
新
聞
社
横
浜
支
局
長
賞 

「
暑
日
讀
書
」 

 

 
 
 

神
奈
川
県 

萬
谷
美
次 

神
奈
川
新
聞
社
賞 

  

「
偶
成
」 

 
 
 
 
 

 
 

兵
庫
県 

 

小
滝
弘
志 

テ
レ
ビ
神
奈
川
賞 

  

「
夏
日
觀
蓮
」 

 
 

 
 
 

兵
庫
県 

 

山
形
重
則 

   

「
客
窗
聽
雨
」 

 
 
 

三
重
県 

 
 

小
川
忠
治 

「
港
市
懷
舊
」 

 
 
 

兵
庫
県 

 
 

前
田
隆
弘 

「
延
暦
寺
」 

 
 
 
 

神
奈
川
県    

蔦 

清
昭 

「
橫
濱
中
華
街
」 

 
  

京
都
府 

 
 
 

原 

肇 

「
中
華
街
憲
章
」      

神
奈
川
県 

  

嶋
内
隆
行 

「
橫
濱
媽
祖
廟
」      

長
崎
県 

  

藤
川
俊
二
郎 

「
絹
道
探
訪
」        

神
奈
川
県    

中
野
三
琴 

「
初
夏
偶
成
」 

 
 
 

兵
庫
県 

 
 

野
田
佳
伸 

「
水
餃
子
」 

 
 
 
 

福
井
県 

 
  

川
口
義
夫 

 
       

「夏
日
喜
雨
」 

 
 
  

兵
庫
県    

 

渡
邉
和
洋 

「
橫
濱
中
華
街
」 

 
  

大
分
県 

    

森
田
元
久 

「
神
奈
川
縣
漢
詩
連
盟
」 

神
奈
川
県 

  

大
谷
明
史 

「
過
唐
人
街
飯
店
」 

  

東
京
都   

  

浦
上
佳
奈 

「
中
華
街
」 

  
 
 
 

東
京
都 

    

村
田
瑛
子 

「
訪
新
井
城
址
」 

    
神
奈
川
県 

  

松
本
祐
輔 

「
掃
部
山
公
園
看
井
伊
直
弼
像
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
    

神
奈
川
県 

  

三
上
光
敏 

「
橫
濱
媽
祖
廟
」 

 
 

神
奈
川
県 

  
高
津
有
二 

「
橫
濱
中
華
街
新
春
」  

神
奈
川
県 

  
中
島
義
和 

「
再
住
院
」 

 
 
 
  

神
奈
川
県 

  

犬
飼
勇
雄 

「
橫
濱
中
華
街
」 

 
  

東
京
都 

 
  

中
山
正
道 

尚
、
役
員
詠
草
は
省
略
し
ま
す
。 

     

栃
木
県 

陽
山 

石
川
郁
三 

橫
濱
中
華
街
吟
行
會 

橫
浜
中
華
街
吟
行
会 

 

關
帝
廟
邊
聞
異
香  

関
帝
廟
辺 

異
香
を
聞
き 

徘
徊
金
港
會
華
堂  

金
港
を
徘
徊
し
て
華
堂
に
会
す 

同
遊
皆
是
風
流
士  

同
遊
皆
是 

風
流
の
士 

聯
句
共
成
飛
羽
觴  

聯
句

れ
ん
く

共
に
成
し
て
羽
觴

う
し
ょ
う

を
飛
ば
す 

横
浜
市
長
賞
を
受
賞
し
て 

 
 
 
 
 
 

栃
木
県
漢
詩
連
盟 

  

石
川
郁
三 

 

こ
の
度
図
ら
ず
も
横
浜
市
長
賞
を
頂
き
、
大
変
光

栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
又
、
石
川
先
生
か
ら
身
に

余
る
ご
講
評
を
賜
り
、
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
今
回

の
作
品
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
に
実
施
し
た
神

奈
川
県
漢
詩
連
盟
と
の
交
流
吟
行
会
が
余
り
に
も
楽

し
か
っ
た
の
で
、
そ
の
時
の
様
子
を
あ
り
の
ま
ま
詩

に
し
た
も
の
で
す
。
中
山
前
会
長
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
当
時
お
世
話
に
な
っ
た
田
原
様
、

岡
崎
様
、
桜
庭
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

以
下
神
漢
連
会
員
の
受
賞
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。 

  

 

 

菜
香
新
館 

 
 
 

菜
香
新
館 

   

室
橋
幸
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

菜
茹
嘉
餚
酒
興
中 

菜
茹
嘉
餚

さ
い
じ
ょ
か
こ
う 

酒
興
の
中 う

ち 

香
芳
五
味
八
珍
充 

香
芳
し 

五
味
八
珍
充
つ 

新
秋
語
盡
濱
盟
集 

新
秋
語
尽
く
す 

浜
盟

ひ
ん
め
い

の
集
い 

館
裡
華
燈
歡
未
終 

館
裡

か

ん

り

華
燈 

歓
び
未
だ
終
ら
ず 

秀
作
賞
作
品 

 
 

 

優
秀
作
品
の
紹
介 

特
別
賞
受
賞
作
品 

 

入
選
作
品 

横
浜
市
長
賞 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
会
長 

 

賞 
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暑
日
讀
書 

 

暑
日
に
書
を
読
む     

萬
谷
美
次 

 
雨
後
炎
陽
六
月
天  

雨
後
の
炎
陽 

六
月
の
天 

索
涼
茅
屋
北
窗
前  

涼
を
索 も

と

む 

茅
屋
北
窓
の
前 

閑
繙
亂
秩
追
先
哲  

閑
し
ず
か

に
乱
秩

ら
ん
ち
つ

を

繙
ひ
も
と

い
て
先
哲
を
追
え
ば 

忽
到
南
柯
槐
樹
邊  
忽

た
ち
ま

ち
到
る

い

た

る

南
柯

な

ん

か 

槐
樹

か
い
じ
ゅ

の
辺 

  
 

 

延
暦
寺 

 
 
 
 

延
暦
寺 

 
 
  

蔦  

清
昭 

叡
山
琶
水
已
深
秋  

叡
山 

琶 は

水 す
い 

已
に
深
秋 

林
徑
羊
腸
到
梵
樓  

林
径
は
羊
腸 

梵
楼

ぼ
ん
ろ
う

に
到
る 

根
本
中
堂
靈
氣
滿  

根
本
中
堂
に
霊
気
満
ち
て 

絶
無
塵
處
法
燈
幽  

絶
え
て
塵
無
き
処 

法
燈
幽 か

す

か
な
り 

 

 

中
華
街
憲
章 

 
 

中
華
街
憲
章  

  

島
内
隆
行 

 
 
 
 
 

溫
故
知
新
百
世
傳  

温
故
知
新 

百
世
に
伝
え
ん 

善
隣
友
好
志
逾
堅  

善
隣
友
好 

志 

逾
い
よ
い
よ

堅
し 

古
今
墨
守
先
人
誡  

古
今
墨
守
す
先
人
の
誡 か

い 

千
客
萬
來
關
帝
緣  

千
客
万
来 

関
帝
の
縁 

 

  
 

絹
道
探
訪 

 
 

絹
シ
ル
ク

道
ロ-

ド

探
訪 

 
 

中
野
三
琴 

 

砂
塵
縹
渺
接
天
遙 

砂
塵

縹

渺

ひ
ょ
う
び
ょ
う

と
し
て
天
に
接
し
て
遙
か
な
り 

人
馬
蹌
踉
嘯
怒
飆 

人
馬
蹌
踉

そ
う
ろ
う 

怒
飆

ど
ひ
ょ
う

嘯 う
そ

ぶ
く 

露
宿
今
宵
廢
墟
跡 

露
宿
今
宵 

廃
墟
の
跡 

樓
蘭
猶
遠
客
心
焦 

楼 ろ
う

蘭 ら
ん

猶
遠
く 

客
心
焦 こ

が

る 

   

神
奈
川
縣
漢
詩
連
盟 

 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
谷
明
史 

十
歳
已
經
神
漢
連  

十
歳
已
に
経
た
り
神
漢
連 

鷗
盟
師
弟
列
詩
筵  

鷗
盟
の
師
弟 

詩 し

筵 え
ん

に
列
す 

毎
春
花
下
迎
新
進  

毎
春 

花
下
に
新
進
を
迎
え 

同
學
同
遊
期
百
年  

同 と
も

に
学
び
同
に
遊
び
百
年
を
期
す 

  

訪
新
井
城
址 

 

新
井
城
址
を
訪
ぬ  

松
本
祐
輔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斜
通
間
道
獨
徘
徊  

斜
に
通
ず
間
道 

独
り
徘
徊
す 

堅
壘
牙
城
安
在
哉  

堅
塁
の
牙
城 

安
い
ず
く

に
在
り
哉 

惟
有
悲
風
吹
蔓
草  

惟
悲
風 

蔓
草

つ
る
く
さ

を
吹
く
有
り 

古
碑
銘
刻
没
靑
苔  

古
碑
の
銘
刻 

青
苔
に
没
す 

  
掃
部
山
公
園
看
井
伊
直
弼
像 

 
 
  

三
上
光
敏 

掃
部
山

か
も
ん
や
ま

公
園
に
井
伊
直な

お

弼す
け

像
を
看
る 

登
來
丘
阜
雨
晴
時  

登
り
来
る
丘
阜

き
ゅ
う
ふ 

雨
晴
る
時 

淨
域
山
櫻
發
滿
枝  
淨
域
の
山
桜

さ
ん
お
う 

満
枝
に
発
く 

束
帶
昂
然
瞰
金
港  
束
帯

そ
く
た
い

昂
然

こ
う
ぜ
ん

と
し
て 

金
港
を
瞰 か

ん

し 

何
關
花
事
獨
顰
眉  

何
ぞ
関
せ
ん
花
事 

独
り
眉
を
顰 ひ

そ

め
る 

  

横
濱
媽
祖
廟 

  
 

横
浜
媽 ま

祖 そ

廟  
 

高
津
有
二 

天
妃
降
誕
水
雲
鄕 

天
妃
降
誕 

水
雲
の
郷 

欲
救
萬
民
靈
澤
昌 

万
民
を
救
わ
ん
と
欲
し 

霊
沢
昌さ

か

ん
な
り 

廟
宇
一
新
今
十
歳 

廟
び
ょ
う

宇う

一
新 

今
十
歳 

紅
甍
丹
桷
映
朝
陽 

紅
甍

こ
う
ぼ
う

丹
桷

た
ん
か
く 

朝
陽
に
映
ず 

横
濱
中
華
街
新
春 

横
浜
中
華
街
新
春 

 中
島
義
和 

三
朝
金
港
太
平
春 

三
朝
の
金
港 

太
平
の
春 

熱
閙
華
街
勾
引
人 

熱
閙

ね
つ
と
う

の
華
街 

人
を
勾
引

こ
う
い
ん

す 

八
宝
菜
盈
餐
卓
上 

八
宝
の
菜
は
盈
つ 

餐 さ
ん

卓 た
く

の
上 

東
坡
肉
美
酒
千
巡 

東
坡

と

う

ば

の
肉
は
美 う

ま

く 

酒
千
巡
す 

 

再
住
院 

 
 
 
  

再
び
住
院
す 

 

犬
飼
勇
雄 

寛
解
十
年
歡
喜
生 

寛
解
十
年 

歓
喜
に
生
き 

時
時
依
舊
酒
杯
傾 

時
々
旧
に
依 よ

り 

酒
杯
傾
く 

忽
然
再
發
荊
妻
嘆 

忽
然
の
再
発 

荊
妻

け
い
さ
い

の
嘆
き 

日
聽
枕
頭
天
譴
聲 

日
び
聴
く
枕
頭 

天
譴

て
ん
け
ん

の
声 

     

産
經
新
聞
社
横
浜
総
局
長
賞 

秀
作
賞
作
品 

入
選
作
品 

田原健一氏画 
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漢
詩
で
遊
ぼ
う 

 
 

 

は
じ
め
て
の
試
み 

老
若
男
女
楽
し
く
集
う 

「
漢
詩
で
遊
ぼ
う
」
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
外
部

に
開
か
れ
た
催
し
と
す
る
こ
と
を
狙
に
、「
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
漢
詩
初
心
者
か
ら
作
詩
の
ベ
テ
ラ 

ン
ま
で
、
共
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
、
柏

梁
体
の
吟
行
会
に
倣
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
規
則
を
知 

ら
な
い
方
に
は
、
押
韻
を
も
省
略
し
、
単
に
、
２
・

２
・
３
語
の
意
味
の
あ
る
七
言
一
句
を
、
カ
ー
ド
や

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
創
作
し
て
い
た
だ
い
た
。
初

め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
神
漢
連
会
員
が
チ
ュ
ー

タ
ー
役
と
し
て
、
一
対
一
で
対
応
し
、
延
べ
七
十
名

強
の
参
加
者
と
共
に
句
作
り
を
楽
し
ん
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
瀧
川
智
志
） 

             

自
詠
自
書
・フ
ォ
ト
漢
詩
な
ど 

自
詠
自
書 

こ
の
度
十
周
年
記
念
事
業
書
道
展
に
は
、
出
品
者

各
位
の
ご
熱
意
に
よ
り
、
個
性
豊
か
な
三
十
三
の
作

品
を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
又
、
重
要
文

化
財
の
古
建
築
に
於
け
る
展
示
会
場
づ
く
り
に
、
前

日
夜
遅
く
ま
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
一

日
半
の
展
示
期
間
で
し
た

が
約
二
〇
〇
名
の
ご
来
場

を
頂
き
ま
し
た
。当
日
夜
、

懇
親
会
で
石
川
忠
久
先
生

は
、
即
興
の
漢
詩
で
「
詩

を
為
り
軸
を
巻
く
古
堂
の

中
」
と
玉
韻
を
詠
ぜ
ら
れ

（
吟
者
；
住
田
先
生
）、
私

達
一
同
感
激
で
し
た
。
心

か
ら
自
詠
自
書
の
発
展
を

期
待
致
し
ま
す
。 

（
上
田
尤
子
） 

 フ
ォ
ト
漢
詩
好
評
！ 

 

五
友
会
と
七
歩
会
の
会
員
四
名
か
ら
フ
ォ
ト
漢
詩 

十
点
が
出
展
さ
れ
、
多
く
の
来
訪
者
の
関
心
を
引
き 

ま
し
た
。
何
人
も
の
方
か
ら
撮
影
場
所
や
被
写
体
に 

つ
い
て
の
質
問
や
お
褒
め
の
言
葉
が
あ
り
、
新
し
い 

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
面
白
い
と
の
感
想
も
頂
き
ま
し
た
。 

一
般
の
方
が
漢
詩
に
触
れ
る
機
会
を
フ
ォ
ト
漢
詩 

の
活
用
で
増
や
せ
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
喜
多 

基
） 

漢
詩
「
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
」
の
製
作 

こ
れ
も
十
周
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
製
作
し 

て
い
る
。
バ
ッ
グ
は
二
種
類
あ
り
、
表
側
は
い
ず
れ

も
全
漢
詩
連
会
長
の
石
川
忠
久
先
生
の
揮
毫
に
よ
る

李
白
の
「
靜
夜
思
」、
裏
側
に
は
神
漢
連
田
原
健
一
副

会
長
の
画
筆
に
よ
り
『
窓
辺
か
ら
月
を
眺
め
る
女
性

の
図
』
と
も
う
ひ
と
つ
は
『
漢
詩
大
会
の
会
場
と
な

っ
た
よ
こ
は
ま
開
港
記
念
館
の
ジ
ャ
ッ
ク
タ
ワ
ー
』

が
画
か
れ
て
い
る
。
と
て
も
味
わ
い
深
い
も
の
に
仕

上
が
っ
て
い
る
。 

 

ご
希
望
の
方
は
実
費
（
一
枚
一
五
〇
〇
円
）
で
頒

布
い
た
し
ま
す
。 

 

連
絡
先 

〒
二
一
五-

〇
〇
一
七 

川
崎
市
麻
生 

区
王
禅
寺
西
二
・
一
九
・
三 

三
村
公
二 

方 

 
 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

044-965-4950 

  
 

 

靜
夜
思 

 
 
 

静
夜
思 

 

李
白 

牀
前
看
月
光 

 

牀
前 

月
光
を
看
る 

疑
是
地
上
霜 

 

疑
う
ら
く
は
こ
れ
地
上
の
霜
か
と 

挙
頭
望
山
月 

 

頭
を
挙
げ
て
山
月
を
望
み 

低
頭
思
故
郷 

 

頭
を
低
れ
て
故
郷
を
思
う 

漢
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

初めての漢詩七字に挑戦 
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千
代
田
岳
精
会
結
成 

 

「
漢
詩
が
作
れ
る
よ
う
に
な
る
会
を
め
ざ
し
て
」

（
千
代
田
岳
精
会
漢
詩
研
究
部
） 

 

昨
年
十
一
月
に
詩
吟
の
会
と
し
て
三
十
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、「
俳
句
の
会
」、「
剣
舞
舞
」、「
演
奏

の
会
」
は
出
来
て
い
ま
し
た
が
、「
漢
詩
を
作
る
会
」

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
こ
で
三
十
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
「
漢
詩

を
自
分
で
作
れ
て
、
そ
れ
を
吟
ず
る
」
と
い
う
高
い

目
標
を
持
っ
て
会
を
作
り
ま
し
た
。
発
足
時
の
会
員

も
三
十
周
年
大
会
練
習
と
重
な
り
、
毎
月
の
詩
稿
が

な
か
な
か
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
多
く
な
り
、
二

十
名
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。 

             

 

桜
庭
先
生
、
飯
島
先
生
、
お
よ
び
香
取
先
生
に
は

熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ

る
教
場
で
は
忘
年
会
で
二
名
の
メ
ン
バ
ー
が
自
詠
、

自
吟
を
発
表
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

今
年
は
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
の
会
を
楽

し
み
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で
す
の
で
、
皆
自
詠
、
自

吟
を
目
指
し
て
漢
詩
作
り
に
努
力
し
て
く
れ
る
こ
と

と
期
待
し
て
い
ま
す
。 
 
 
 
 

（
山
口
隆
久
） 

 

十
期
会
結
成
（初
心
者
講
座
十
期
生
） 

 
 

十
期
会
は
、
平
成
二
十
八
年
度
の
初
心
者
コ
ー
ス

の
第
十
期
昨
年
の
七
月
に
終
了
し
た
。
三
十
三
名
の

中
か
ら
、
希
望
者
十
二
名
で
結
成
し
、
同
年
九
月
か

ら
活
動
を
開
始
し
た
。
サ
ー
ク
ル
名
は
、
講
座
十
期

生
の
集
ま
り
で
あ
り
、
無
理
な
く
決
ま
っ
た
。 

活
動
は
奇
数
月
の
第
三
木
曜
日
に
、
横
浜
市
の
南
区

公
民
館
で
、
高
津
有
二
、
川
上
修
己
両
先
生
の
ご
指

導
の
下
に
研
鑽
を
重
ね
て
い
る
。
真
に
残
念
な
こ
と

に
、
十
期
会
は
全
員
が
男
性
で
、
些
か
さ
っ
ぱ
り
と

し
た
感
無
き
に
し
も
非
ず
で
、
何
か
の
機
会
に
女
性

陣
が
数
名
入
会
さ
れ
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

会
の
目
標
と
し
て
は
、
何
分
、
目
下
は
よ
ち
よ
ち
歩

き
の
会
で
は
あ
る
が
、
先
輩
サ
ー
ク
ル
の
後
を
追
っ

て
、
五
年
先
を
目
処
に
、
サ
ー
ク
ル
詩
集
を
纏
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 
 
 

（
中
野
雅
利
男
） 

 
 

 十
期
会
に
参
加
し
て 

漢
詩
、
漢
文
は
学
校
で
習
っ
て
い
た
頃
か
ら
好
き

で
、
そ
の
時
知
っ
た
「
不
知
為
不
知
是
知
也
」
や
、

「
天
知
神
知
我
知
、
云
々
」
な
ど
は
ず
っ
と
私
の
行

動
規
範
の
一
つ
で
し
た
。
三
年
前
に
「
漢
詩
と
中
国

書
道
、
篆
刻
」
の
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
素
晴
ら
し
い
老
師

に
出
会
い
、
自
作
の
漢
詩
を
書
や
篆
刻
作
品
に
す
べ

く
資
料
を
集
め
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
一

首
も
形
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
初
心
者
講
座
を

受
け
て
一
ヶ
月
で
曲
が
り
な
り
に
も
一
首
が
成
り
ま

し
た
。
住
田
先
生
、
桜
庭
先
生
、
田
原
副
会
長
の
ご

指
導
を
受
け
、
卒
業
制
作
の
作
品
が
十
周
年
漢
詩
大

会
で
秀
作
賞
を
頂
く
幸
運
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
良

き
師
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
、
お
礼
の
申
し
上
げ
よ
う
も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

昨
年
九
月
か
ら
高
津
、
川
上
両
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
十
期
会
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
に
は

ま
だ
漢
詩
の
勘
所
が
つ
か
め
て
い
な
の
で
、
先
日
の

定
例
会
で
も
原
型
を
と
ど
め
な
い
程
の
ご
批
正
を
受

け
ま
し
た
。
良
い
詩
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

神
漢
連
へ
の
ご
恩
返
し
の
一
つ
と
考
え
、
精
進
を
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
蔦 

清
昭
） 

           

 

平
成
二
十
八
年
度 

神
漢
連
の
活
動 
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漢
詩
鑑
賞
会
の
活
動 

 
漢
詩
鑑
賞
会 

Ａ 
「漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
」は
、
玉
井
幸
久
先
生
の
唐
詩
を

鑑
賞
す
る
講
座
で
、
平
成
二
十
六
年
に
開
講
し
、
月

一
回
の
定
例
会
で
、
孟
浩
然
、
李
白
、
杜
甫
、
白
居
易

の
生
涯
を
た
ど
り
、
こ
の
五
月
か
ら
王
維
に
入
っ
て
い

る
。
例
会
は
三
十
五
回
を
数
え
、
毎
回
三
十
名
強
の

出
席
者
で
、
盛
況
で
す
。    

  
  

  
  

(

瀧
川
智
志) 

 漢
詩
鑑
賞
会 

Ｂ 

こ
の
鑑
賞
会
Ｂ
は
発
足
当
時
か
ら
行
っ
て
き
ま
し

た
「
唐
詩
選
画
本
」
の
七
言
絶
句
の
鑑
賞
を
輪
番
制

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
先
の
三
月
で
終
了
し

ま
し
た
。
新
た
に
五
月
よ
り
「
聯
珠
詩
格
」（
近
畿
漢

詩
連
盟
叢
書
・
大
野
修
作
校
閲
）
を
教
材
と
し
て
詩

の
鑑
賞
と
詩
格
に
基
づ
い
た
作
詩
の
勉
強
を
開
始
し

ま
し
た
。
参
加
者
有
志
の
提
出
詩
の
批
正
と
検
討
も

行
っ
て
い
ま
す
。
講
師
は
住
田
笛
雄
先
生
を
は
じ
め

と
し
て
川
上
修
己
、
水
城
ま
ゆ
み
、
池
上
一
利
の
各

氏
が
担
当
し
ま
す
。 

 
 
 
  

  

（
川
上
修
己
） 

 漢
詩
鑑
賞
会 

Ｃ  

発
足
当
時
か
ら
数
え
て
こ
の
六
月
で
二
十
二
回
と

な
り
ま
す
。
解
説
・鑑
賞
し
た
詩
は
五
十
八
ペ
ー
ジ
ま

で
と
な
り
ほ
ぼ
半
数
に
な
り
ま
す
。
参
加
者
は
常
に

三
十
数
名
を
数
え
盛
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
講
師

は
城
田
六
郎
先
生
を
は
じ
め
と
し
、
桜
庭
慎
吾
、
住
田

笛
雄
の
各
先
生
の
ご
努
力
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

（川
上
修
己
） 

 

霧
笛
女
子
会 

二
十
八
年
度
は
六
回
。
古
田
先
生
に
よ
る
「
長
恨

歌
」、「
焦
仲
卿
妻
」、
八
月
の
み
住
田
先
生
の
「
赤
壁

賦
」を
鑑
賞
。閉
会
後
の
お
茶
会
で
も
盛
り
上
が
る
。

場
所
は
、
石
川
町
駅
近
く
の
県
立
か
な
が
わ
労
働
プ

ラ
ザ
。
参
加
者
は
十
五
名
。
気
軽
に
参
加
し
て
女
子

な
ら
で
は
の
会
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
途
中
か
ら

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。   

  
  

   

（小
菅
幸
枝
） 

  

横
浜
港
吟
行
会 

初
の
海
上
遊
覧
吟
行
会 

 
 

初
夏
の
横
浜
港
一
周
ク
ル
ー
ズ 

 

平
成
二
十
八
年
五
月
十
二
日
、
五
月
晴
れ
に
恵
ま

れ
、
船
上
か
ら
青
い
海
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
、
高
層
ビ

ル
、
房
総
半
島
を
眺
め
な
が
ら
の
横
浜
港
周
遊
の
吟

行
会
が
行
わ
れ
た
。当
日
は
、三
十
五
名
が
参
加
し
、

下
船
後
の
懇
親
会
で
は
恒
例
の
柏
梁
体
が
披
露
さ
れ
、

す
べ
て
の
句
に
石
川
先
生
の
懇
切
な
批
評
が
あ
り
、

盛
会
裏
に
お
開
き
と
な
っ
た
。
石
川
、
窪
寺
両
先
生

の
玉
韻
は
次
の
通
り
で
す
。    

   (

高
津
有
二) 

 

石
川
先
生
玉
韻 

 

 

朝
乘
畫
舫
度
薫
風 

 

朝
に
画
舫
に
乗
れ
ば 

薫
風
度
る 

 

吟
友
詩
盟
興
不
窮 

 

吟
友 

詩
盟 

興 
窮
ま
ら
ず 

 

金
港
灣
橋
一
過
後 

 

金
港 

湾
橋 

一
過
の
後 

 

靈
峰
遠
望
翠
嵐
中 

 

霊
峰 

遠
く
望
む 

翠
嵐
の
中 

 
窪
寺
先
生
玉
韻 

 

金
港
僦
船
潮
碧
深 

 

金
港 

船
を
僦
え
ば 

潮
碧 

深
し 

 

倚
舷
短
帽
海
風
侵 

 

舷
に
倚
れ
ば 

短
帽 

海
風
侵
か
す 

 

私
虞
時
作
孟
嘉
亞 

 

私
か
に
虞
る 

時
に
作
す 

孟
嘉
の
亜 

 

疎
髪
何
勝
挿
一
簪 

 

疎
髪 

何
ぞ
勝
え
ん
や 

一
簪
を
挿
す
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                 

神
漢
連 

第
十
二
回
吟
行
会 

柏
梁
体 

（歌
韻
・麻
韻
） 

平
成
二
十
八
年
五
月
十
二
日 

◎
優
秀
句 

 

○
優
良
句 

蛙
聲
閣
閣
雨
絲
斜 

 
 

 
 

松
井 

秀
人 

潮
平
如
油
雨
天
遮 

 
 

 
 

岡
田 

泰
男 

縹
渺
銀
海
受
風
多 

 
 

 
 

長
岡 

巨
知 

○
天
晴
風
爽
樂
融
和 

 
 

 
 

平
賀 

康
雄 

  船上にて柏梁体に挑む 
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一
聲
鳶
舞
波
鳴
鴉 

 
 

 
 

梅
村 

郁
郎 

 

○
陽
光
燦
燦
浪
如
磨 

 
 

 
 

三
上 

光
敏 

長
風
弄
潮
鳥
篆
沙 

 
 

 
 

中
野 

三
琴 

○
海
上
遙
望
新
綠
阿 

 
 

 
 

桜
庭 

慎
吾 

初
夏
海
濱
芍
薬
芽 

 
 

 
 

池
上 

一
利 

○
薫
風
樹
下
美
人
車 

 
 

 
 

山
口 

幸
雄 

碧
昊
白
波
顔
若
花 

 
 

 
 

室
橋 

幸
子 

渦
潮
風
起
躍
清
波 

 
 

 
 

柴
田 

 

洋 

○
晴
天
船
上
望
靑
螺 

 
 

 
 

永
野 

 

澄 

高
樓
聳
天
並
運
河 

 
 

 
 

中
島 
龍
一 

 
 

○
櫛
比
瓊
樓
近
酒
家 

 
 

 
 

水
城
ま
ゆ
み 

大
瀛
泛
舸
鷗
盟
奢 

 
 

 
 

川
上 

修
己 

○
醉
船
醉
景
醉
仙
霞 

 
 

 
 

城
田 

六
郎 

◎
玄
船
甚
揺
醉
夢
婆 

 
 

 
 

富
沢 

正
永 

○
金
港
形
勝
醉
酒
歌 

 
 

 
 

飯
島 

敏
雄 

〇
軌
軸
斬
新
大
足
誇 

 
 

 
 

住
田 

笛
雄 

繁
華
致
處
十
分
加 

 
 

 
 

村
上 

良
明 

○
船
上
一
句
思
無
邪 

 
 

 
 

瀧
川 

智
志 

臨
景
苦
吟
徒
八
叉 

 
 

 
 

石
川 

忠
久 

○
碧
天
風
爽
動
詩
魔 

 
 

 
 

高
津 

有
二 

餐
食
廛
頭
競
麗
華 

 
 

 
 

田
原 

健
一  

○
畫
船
蹴
濤
亂
玉
葩 
 

 
 

 

秋
吉 

邦
雄 

短
帽
風
吹
思
孟
嘉 

 
 

 
 

窪
寺 

 

啓 

○
回
船
鷗
影
映
窓
紗 

 
 

 
 

三
村 

公
二 

○
海
上
長
橋
繋
両
堤 

 
 

 
 

吉
岡 

昭
夫 

○
眼
前
蹴
波
大
船
過 

 
 

 
 

古
田 

光
子 

雲
外
遙
望
玉
蓮
荷 

 
 

 
 

上
田 

尤
子 

富
峰
不
見
君
莫
嗟 

 
 

 
 

三
浦 

哲
郎 

○
夏
光
散
海
白
雲
賖 

 
 

 
 

小
菅 

幸
枝 

◎
海
涯
更
又
有
天
涯 

 
 

 
 

志
村 

典
子 

 

  神
漢
連
創
立
以
来
の
理
事
で
あ
る
石
川
芳
雲
先
生

詩
書
展
が
日
本
書
道
学
院
・日
本
ペ
ン
習
字
研
究
会
主

催
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
日
～
二
十
五

日
の
間
、
東
京
銀
座
画
廊
・美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。 

今
回
は
特
に
詩
書
展
と
銘
打
た
れ
、
全
作
品
を
自

詠
自
書
さ
れ
、
近
作
を
展
べ
た

も
の
で
、
広
い
会
場
の
四
壁
を
圧

す
る
気
迫
に
満
ち
た
展
覧
会
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
全
日
本
漢
詩

連
盟
・
漢
詩
大
会
で
文
部
科
学

大
臣
賞
の
栄
に
輝
い
た
「黄
山
初

陽
」を
始
め
、
全
国
漢
詩
大
会
の

出
詠
作
品
、
ま
た
毎
年
恒
例
の

訪
中
の
旅
程
で
制
作
さ
れ
た

「中
国
書
法
史
蹟
七
律
詩
」の
シ

リ
ー
ズ
、
そ
し
て
硬
筆
に
よ
る

旅
行
・写
生
・日
常
詠
の
作
品
群

は
先
生
の
真
摯
な
詩
作
へ
の
傾

注
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。 

今
回
展
の
圧
巻
は
、
二
年
前

の
胃
の
手
術
を
受
け
ら
れ
た
時

の
経
験
に
も
と
づ
く
、
「幻
覚
に

苦
し
む
」と
題
さ
れ
た
七
絶
で
、

大
書
さ
れ
た
「
襲
来
の
魍
魎
と

魑
魅
と
」の
九
字
の
墨
痕
に
は
、
幻
覚
が
妖
怪
に
変
化

し
一
晩
ま
ん
じ
り
と
も
出
来
な
か
っ
た
先
生
の
驚
愕
が

率
直
に
表
白
さ
れ
て
い
る
。 

詩
書
展
の
後
、
六
月
二
十
四
日
に
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
の
米
寿
記
念
の
祝
賀
会
に
は
三
村
新
会
長
・水

城
副
会
長
他
が
出
席
し
、
関
係
の
諸
団
体
か
ら
多
く

の
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
芳
雲
先
生
が
十
餘

年
来
師
事
さ
れ
て
い
る
国
士
館
大
学
教
授
の
鷲
野
正

明
先
生
が
祝
辞
で
、
「芳
雲
先
生
は
こ
れ
ま
で
の
書
作

で
最
高
級
の
水
準
を
示
さ
れ
た
が
、
今
後
は
当
代
に

お
け
る
第
一
級
の
詩
人
と
し
て
評
価
さ
れ
る
で
し
ょ

う
」と
申
さ
れ
、
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
著
名
な
書

道
文
化
研
究
家
の
西
嶋
慎
一
氏
が
、
「芳
雲
先
生
に
は
、

千
里
の
道
を
行
き
、
万
巻
の
書
を
読
む
気
概
が
あ
る
」

と
評
さ
れ
、
そ
の
蘊
蓄
が
〝
芳
雲
芸
術
〟
の
完
成
を

も
た
ら
し
た
と
の
お
言
葉
に
は
深
い
感
銘
を
覚
え
た
。 

最
後
に
芳
雲
先
生
は
ご
挨
拶
の
な
か
で
、
「少
年
時

代
に
、
日
立
製
作
所
に
勤
め
て
い
た
父
親
か
ら
数
学
を

勉
強
せ
よ
と
小
遣
い
を
貰
っ
た
が
、
自
分
は
書
に
関
す

る
本
ば
か
り
を
買
っ
て
父
親
か
ら
叱
ら
れ
た
・・・・・・」

と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
少
年
時
代
の
志
を
心
に
深
く
刻

み
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
先
生
は
今
、
自
己
の
芸
術
を

全
う
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

茲
に
賀
詩
を
記
し
て
お
祝
い
し
た
い
。 

賀
石
川
芳
雲
先
生
米
寿
記
念
詩
書
展 

大
志
少
年
心
愈
堅 

 

墨
林
版
籍
抵
零
錢 

翻
濤
自
在
淋
漓
濕 

 

重
壽
將
窮
風
雅
全 

 

こ
れ
か
ら
も
益
々
お
元
気
に
制
作
に
お
励
み
い
た

だ
く
様
、
願
っ
て
止
ま
な
い
。 

［米
寿
記
念
］ 

第
五
回
個
展 

石
川
芳
雲
詩
書
展
開
か
る 
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（桜
庭
慎
吾
）  

  

漢
詩
囲
碁
研
究
会
が
発
足
、 

―
会
員
募
集
中
― 

 

漢
詩
囲
碁
研
究
会
が
玉
井
幸
久
理
事
を
代
表
者
、

板
本
健
作
さ
ん
を
幹
事
に
し
て
、
囲
碁
と
漢
詩
を
楽

し
む
こ
と
に
な
り 

既
に
四
回
催
し
を
実
行
致
し
ま
し

た
。
次
回
九
月
の
予
定
は
九
月
一
九
日(
火)
で
す
。 

杜
甫
、
王
維
、
白
居
易
、
劉
禹
錫
、
杜
牧
、
李
商
隠
、

蘇
軾
な
ど
み
な
囲
碁
を
打
っ
た
の
で
我
々
も
、
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。 

 

奇
数
月
の
二
ケ
月
毎
の
第
二
ま
た
は
第
三
火
曜
日

に
石
川
町
の
「か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
」で
開
催
し
て
い

ま
す
。
囲
碁
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
神
奈
川
漢
詩
連
へ。 

 

桜
美
林
大
学
孔
子
学
院 

漢
詩
朗
読
・創
作
発
表
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
村
公
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

孔
子
学
院
事
務
局
か
ら
「
二
〇
一
七
年
一
月
二
十 

八
日
（
土
）
に
淵
野
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
頭
書
の
漢
詩

朗
詠
・
創
作
発
表
会
が
開
催
さ
れ
る
の
で
神
漢
連
か

ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」
と
突
然
の
連

絡
が
あ
っ
た
の
は
開
催
日
の
十
日
前
で
あ
っ
た
。
概

略
の
説
明
は
受
け
た
が
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
し
、

分
か
っ
た
所
で
期
日
が
迫
っ
て
い
る
の
で
皆
さ
ん
に

連
絡
し
よ
う
も
な
い
の
で
、
取
り
あ
え
ず
私
一
人
、

創
作
の
部
な
ら
中
国
語
は
不
要
だ
ろ
う
と
参
加
し
て

み
た
。 

発
表
会
の
内
容
は 

 

一
、
漢
詩
朗
読
の
部 

自
分
の
好
き
な
漢
詩
を
中
国
語
で
朗
誦
し
、
そ
の

巧
拙
を
競
う
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
付
け
て
も
良

い
（
剣
舞
、
人
形
劇
が
あ
っ
た
）。
中
国
語
を
母
国

語
と
す
る
方
は
参
加
不
可
。 

二
、
創
作
の
部 

自
作
の
漢
詩
を
発
表
（
で
き
れ
ば
旧
字
を
使
わ
な

い
）。
発
表
は
先
ず
、
中
国
語
で
朗
誦
、
次
い
で(

日

本
語
で
可
）
書
下
し
文
、
詩
意
を
説
明
。
参
加
者

の
国
籍
は
問
わ
な
い
。 

審
査
員
は 

 
審
査
委
員
長
…
佐
藤
保
先
生 

 
審
査
委
員
…
光
田
明
正
／
植
田
握
雄
／
呉
悦
／
楊

光
俊
の
各
先
生 

と
い
う
事
で
、
創
作
の
部
で
も
中
国
語
の
朗
誦
が
必

要
だ
と
分
か
っ
た
が
、
急
遽
、
孔
子
学
院
の
学
生
さ

ん
の
協
力
を
仰
ぎ
、
日
本
語
で
難
し
い
詩
語
の
説
明

を
し
、
書
下
し
文
は
中
国
語
の
朗
誦
が
出
来
な
か
っ

た
の
で
と
い
う
事
で
即
興
の
詩
吟
で
乗
り
き
っ
た
。 

こ
れ
で
は
と
て
も
入
賞
は
あ
り
得
な
い
な
と
思
っ

て
い
た
ら
、
幸
運
に
も
「
最
優
秀
賞
」
を
頂
く
こ
と

が
出
来
た
。 

発
表
会
終
了
後
に
佐
藤
保
先
生
の
「
続
漢
詩
の
こ

と
ば 

― 

漢
語
の
諸
相
」
と
い
う
非
常
に
興
味
あ
る

御
講
演
が
あ
っ
た
。 

後
日
、
楊
光
俊
孔
子
学
院
長
か
ら
来
年
は
一
月
二

十
七
日
（
土
）
に
開
催
す
る
の
で
神
漢
連
か
ら
多
数

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
と
の
お
手
紙
を
頂
い
た
。

神
奈
川
の
地
で
こ
ん
な
催
し
が
有
り
、
漢
詩
の
仲
間

が
沢
山
い
る
こ
と
が
初
め
て
分
か
っ
た
の
は
非
常
な

喜
び
で
あ
っ
た
。
来
年
案
内
が
あ
っ
た
ら
皆
さ
ん
に

ご
連
絡
し
ま
す
の
で
是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

秋
山
采
松
蕈 

 

秋
山
に
て
松
蕈
を
采
す 

松
朶
落
釵
山
澤
傍 

松
朶
の
落
釵 

山
沢
の
傍 

林
間
鷺
歩
願
豐
穰 

林
間 

鷺
歩
し
て 

豊
穣
を
願
う 

誰
言
此
処
多
尤
物 

誰
か
言
う 

此
処
尤
物
多
し
と 

唯
在
籃
中
一
蕈
香 

唯
だ
在
り 

籃
中
一
蕈
の
香
り 

 
 

（
註
）鷺
歩
、尤
物
は
江
戸
時
代
の
菅
茶
山
の
采
蕈
三
首
に
倣
う
。 

  

会
員
の
声 

  

田原健一氏画 
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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 (P

C

で
表
示
で
き
な
い
旧
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
い
ま
す) 

     
 
 
 
                  

秋
吉 
邦
雄 

鶴
陵
廟
偶
成     

鶴か
く

陵
り
ょ
う

廟
び
ょ
う

（
鶴
岡
八
幡
宮
）
偶
成 

亭
亭
朱
廟
屹
靑
天 

 

亭
々
た
る
朱
廟 

青
天
に
屹

そ
ば
だ

ち 

鬱
鬱
綠
雲
纍
紫
烟 

 

鬱
々

う
つ
う
つ

た
る
緑
雲 

紫
烟
を
纍ま

と

う 

磴
上
偏
憐
小
靈
樹 

 

磴
上
偏ひ

と

え
に
憐
れ
む 

小
霊
樹 

蘖
栽
期
得
又
千
年 

 

蘖
栽

げ
つ
さ
い

期
し
得
た
り 

又
た
千
年 

                            

大
森 

冽
子 

 

永
福
寺
覽
古 

 

永
福
寺
に
て

古
い
に
し
え

を
覧
る
（
鎌
倉
永
福
寺

よ
う
ふ
く
じ

） 
 

曾
見
翼
廊
春
草
充 

 

曾か
つ

て
見
る
翼
廊 

春
草
充
つ 

干
戈
幾
度
九
旒
功 

 

干
戈

か

ん

か 

幾
度 

九

旒

き
ゅ
う
り
ゅ
う

の
功 

辛
艱
恰
似
豆
萁
恨   

辛
艱 

恰 あ
た

か
も
似
た
り
豆
萁

と
う
き

の
恨 こ

ん 

瞬
息
榮
華
一
夢
中   

瞬
息 

栄
華 

一
夢
中 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 

大
谷 

明
史 

懷
思
巴
里
聖
禮
拜
堂 
 

巴
里

パ

リ

聖サ
ン

礼
拝
堂

ト

シ
ャ
ペ
ル

を
懐
思
す 

塞
河
洲
島
惠
風
芳 
 

塞セ
ー

河ヌ

の
洲
島 

恵
風
芳
し 

白
日
明
明
照
聖
堂 

 

白
日
明
々 

聖
堂
を
照
ら
す 

堂
裏
玻
璃
大
窓
牖 

 

堂
裏
の
玻
璃

は

り 

大
窓
牖

だ
い
そ
う
ゆ
う 

仰
瞻
紅
曜
又
靑
煌 

 

仰
ぎ
瞻み

る
紅
曜 

又
た
青
煌 

 

 
 
  

  
  

    
 

 
 

 

水
城
ま
ゆ
み 

過
銀
閣
寺 

 
 

 
 

 
 

銀
閣
寺
に
過よ

ぎ

る 
東
山
月
出
映
祇
林 

 

東
山 

月
出
で 

祇ぎ

林り
ん

に
映
じ 

淸
影
如
銀
丈
室
深 

 

清
影 

銀
の
如
く 

丈
室
深
し 

水
石
庭
園
生
淡
靄 

 

水
石
の
庭
園 

淡
靄
生
ず 

仙
寰
無
語
坐
忘
心 

 
仙
寰

せ
ん
か
ん 

語
無
く 

坐
忘
の
心 

 
 

 
 
  

  
  

    
 

 
 

 
 

高
津 

有
二 

斑
鳩
法
隆
寺 

 
 

 
 

斑
鳩

い
か
る
が

法
隆
寺 

雨
霽
斑
鳩
生
紫
煙 

 

雨
霽
れ
斑
鳩 

紫
煙
生
ず 

五
層
塔
影
閲
千
年 

 

五
層
の
塔
影 

千
年
を
閲け

み

す 

金
堂
夢
殿
三
尊
像 

 

金
堂
夢ゆ

め

殿ど
の 

三
尊
像 

太
子
遺
蹤
萬
古
傳 

 

太
子
の
遺
蹤

い
し
ょ
う 

万
古
に
伝
え
ん 

 
  

  
  

  
  

 

丹
下 

和
幸 

過
松
島
名
刹 

 
 

 
 

松
島
名
刹
を
過よ

ぎ

る 

百
島
千
波
映
曉
暉 

 

百
島
千
波 

暁
暉

ぎ
ょ
う
き

に
映
じ 

白
帆
來
往
白
鷗
飛 

 

白
帆

は
く
は
ん

来
往 

白
鷗
飛
ぶ 

風
光
獨
占
瑞
巖
寺 

 

風
光
独
占 

瑞
巌
寺 

瞑
目
自
開
禪
定
扉 

 

瞑
目

め
い
も
く

す
れ
ば
自お

の

ず
か
ら
開
く 

禅
定
の
扉 

       
 

 
  

  
  

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
上 

修
己 

 
 

童
児
挑
西
瓜 

 

童
児
西
瓜
に
挑
む 

大
瀛
淼
淼
接
遙
天 

大
瀛

だ
い
え
い

淼

々

び
ょ
う
び
ょ
う

と
し
て
遙
天
に
接
す 

盛
夏
村
童
遊
海
邊 

盛
夏
の
村
童 

海
辺
に
遊
ぶ 

蓋
眼
奮
然
揮
棍
處 

眼
を
蓋 お

お

い
奮
然
と
し
て
棍 こ

ん

を
揮ふ

る

う
処  

綠
球
空
在
寸
分
先  

緑
球
空
し
く
寸
分
先
に
在
り 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

小
嶋
明
紀
子 

 
 

夏
尋
蘭
若 

 
 

夏な
つ

蘭ら
ん

若に
ゃ

を
尋
ぬ 

午
熱
衝
人
古
道
傍 

午
熱
人
を
衝つ

く
古
道
の
傍

か
た
わ

ら 

獨
尋
野
寺
入
閑
堂 

独
り
野
寺

や

じ

を
尋
ね
閑
堂
に
入
る 

從
僧
識
得
禪
機
後 

僧
に
従
い
て
禅
機
を
識 し

き

得 と
く

し
て
後 

纔
覺
松
風
吹
袂
涼 

纔わ
ず

か
に
覚
ゆ
松
風 

袂
を
吹
き
て
涼
し
き
を 

神
漢
連
会
員
「
全
国
漢
詩
大
会
」
で
大
活
躍 

 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
賞 

佳 

作 

入 

選 

全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト 

佐
賀
県
多
久
市
教
育
委
員
会
主
催 

 
 

 
 

 

 

優
秀
賞 

入 

選 

平
成
二
十
八
年
度 

 
 

 

全
日
本
漢
詩
大
会
京
都
大
会
受
賞 
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小
嶋
明
紀
子 

    

江
亭
嘗
茗 

 
 

江
亭

こ
う
て
い

嘗
茗

し
ょ
う
め
い 

亭
下
汲
來
中
冷
泉 

亭
下
汲
み
来
た
る
中
冷
泉

ち
ゅ
う
れ
い
せ
ん 

烏
巾
煮
茗
曲
欄
前 

烏
巾

う

き

ん 

茗
を
煮
る
曲
欄

き
ょ
く
ら
ん

の
前 

閑
嘗
三
椀
知
春
興 

閑
に
三
椀
を
嘗
め
春
興
を
知
る 

遙
憶
風
流
盧
玉
川 

 

遙
か
に
憶
ふ
風
流
の
盧ろ

玉
川

ぎ
ょ
く
せ
ん 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

  

柴
本 

信
子 

  

望
南
米
智
利
富
士 

 

南
米
智ち

利り

富
士
を
望
む 

探
遍
名
山
路
幾
重 

名
山
を
探
る
こ
と
遍
し
路
幾
重
な
り
や 

英
姿
眺
望
豁
心
胸 

英
姿

え

い

し

眺
望
す
れ
ば
心
胸
豁か

つ

た
り 

誰
知
祖
國
扶
桑
外 

誰
か
知
ら
ん
祖
国
扶
桑
の
外ほ

か

に 

別
有
超
然
不
二
峰 

別
に
超
然
た
る
不
二

ふ

じ

の
峰
有
り
と
は 

   
 
 
 
 
 
         

 
 

三
上 

光
敏 

 

過
田
原
坂
戰
跡 

 

田
原
坂
戦
跡
に
過よ

ぎ

る 

欲
尋
戰
跡
到
林
丘 

戦
跡
を
尋
ね
ん
と
欲
し
林
丘
に
到
る 

忽
憶
風
光
幾
度
秋 

忽
た
ち
ま

ち
憶
う
風
光 

幾
度

い
く
た
び

の
秋 

吶
喊
砲
聲
當
日
事 

吶
喊

と
っ
か
ん

砲
声 

当
日
の
事 

如
今
荒
草
影
悠
悠 

如じ
ょ

今こ
ん

荒
草 

影
悠
々
た
り 

 
 
 
 
 
 
         

 
 

川
上 

修
己 

 

熊
本
城
懷
古 

 
 

熊
本
城
懐
古 

茶
臼
山
腰
千
里
遙 

 

茶ち
ゃ

臼う
す

の
山
腰 

千
里
遙
か
な
り 

靑
甍
黑
壁
接
雲
喬 

 

靑せ
い

甍ぼ
う

黒
壁 

雲
に
接
し
て
喬た

か

し 

堪
來
兵
燹
百
餘
歳 

 

兵
燹

へ
い
せ
ん

に
堪
え
来
り
て
百
余
歳 

険
塞
曾
誇
天
下
梟 

 

険け
ん

塞さ
い 

曾か
つ

て
誇
る
天
下
の
梟

き
ょ
う 

       
 

 
 

 
 

 
   

  
  

  
  

  
  

   

松
井 

秀
人 

 
 

過
圓
覺
寺 

 
 

 
  

円
覚
寺
を
過よ

ぎ

る 
松
杉
千
樹
綠
陰
深 

 

松
杉

し
ょ
う
さ
ん

千
樹 

緑
陰
深
し 

晩
照
山
門
同
古
今 

 

晩
照
の
山
門 

古
今
に
同
じ 

白
鹿
尋
師
塵
外
境 

 

白は
く

鹿ろ
く 

師
を
尋
ぬ 

塵
外
の
境

き
ょ
う 

鯨
音
隠
隠
滿
幽
襟 

 

鯨
音

げ
い
お
ん 

隠
々
幽ゆ

う

襟き
ん

に
満
つ 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
  

  
    

  

室
橋 

幸
子 

 
 

柳
塘
疎
雨 

 
 

 
 

 

柳
塘

り
ゅ
う
と
う

疎
雨 

柳
條
嫋
嫋
綠
將
繁 

 

柳

條

や
な
ぎ
じ
ょ
う

嫋

嫋

じ
ょ
う
じ
ょ
う

と
し
て
緑
将 ま

さ

に
繁
し 

細
雨
蕭
蕭
水
半
渾 

 

細
雨
蕭
々

し
ょ
う
し
ょ
う

と
し
て
水
半

な
か
ば

渾に
ご

る 

一
別
扁
舟
何
日
返 

 

一
別
の
扁
舟
は
何 い

ず

れ
の
日
に
か
返
ら
ん 

佳
人
沾
袖
自
無
言 

 

佳
人 

袖
を
沾ぬ

ら
し
て 

自
ず
か
ら
言
無
し 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
      

松
本 

征
儀 

 
 

慶
賀
一
朗
達
成
通
算
三
千
安
打 

 
 
  

一
朗
通
算
三
千
安
打
を
達
成
す
る
を
慶
賀
す 

克
己
錬
成
誰
及
肩 

克
己
錬
成 

誰
か
肩け

ん

に
及
ば
ん 

冠
攻
走
守
制
於
先  

攻
走
守
に
冠
た
り
て
先
ん
ず
る
を
制
す 

元
來
記
錄
常
更
改 

元
来 

記
録 

更
改
常
な
り 

大
願
球
王
路
八
千 

大
願
す
球
王 

路み
ち

八
千 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

食
蛙 

 
 

 
 

 
 

 
 

蛙
を
食く

う     

大
森 

冽
子 

滬
城
過
雨
亂
鳴
喧 

 

滬こ

城
じ
ょ
う

の
過
雨  

乱
鳴

喧
か
ま
び
す

し 

欲
食
田
鷄
喚
稚
孫 

 

田で
ん

鶏け
い

を
食
せ
ん
と
欲
し 

稚
孫
喚わ

め

く 

炸
煮
炒
蒸
他
自
美 

 

炸さ
く

煮し
ょ 

炒そ
う

蒸
じ
ょ
う 

他そ
れ 

自
ず
か
ら
美う

ま

し 

方
知
口
福
滿
盤
存 

 

方
に
知
る 

口
福
は
満
盤
に
存あ

る
を 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
谷 

明
史 

 
  

塞
下
曲 

 
 

 
 

 
 

塞
下

さ

い
か

の
曲 

沙
場
百
里
對
胡
兵 

 

沙
場 

百
里  

胡
兵
に
対
す 

片
月
孤
高
已
二
更 

 

片
月 

孤
り
高
し 

已
に
二
更 

遙
想
東
天
雲
盡
處 

 

遙
か
に
想
う 

東
天 

雲
尽
く
る
処 

長
安
萬
戸
擣
衣
聲 

 

長
安
に
万
戸 

衣
を
擣う

つ
の
声
を 

 

第
一
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会
・
熊
本 

 

漱
石
記
念
漢
詩
大
会
実
行
委
員
会 

 
 

 
  

 

優
秀
賞 

佳 

作 

入 

選 

諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会 

 
  

諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会
実
行
委
員
会 

 

奨
励
賞
・新
潟
日
報
社
賞 

奨
励
賞
・Ｎ 

Ｓ 

Ｔ 
賞 

特
別
賞
・八
木
ケ
鼻
賞 

 

秀
作
賞 
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訃
報
の
お
知
ら
せ 

         
 

 

あ
り
が
と
う
、
田
原
健
一
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
漢
連
前
会
長 

 
岡
崎
満
義 

 

神
漢
連
設
立
以
来
、
事
務
局
長
、
副
会
長
と
し
て

屋
台
骨
を
支
え
て
き
て
く
れ
た
田
原
健
一
さ
ん
が
六

月
十
六
日
、
左
腎
細
胞
ガ
ン
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
享

年
八
十
一
歳
。
田
原
さ
ん
の
最
大
の
功
績
は
故
・
中

山
清
前
会
長
と
組
ん
で
初
心
者
入
門
講
座
を
開
き
、

後
に
石
川
忠
久
全
漢
連
会
長
か
ら
「
可
看
金
河
新
方

式
」
と
称
さ
れ
た
少
人
数
学
習
の
〝
寺
子
屋
方
式
″

を
実
現
し
た
こ
と
だ
と
思
う
。 

こ
の
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
ア
フ
タ
ア
ケ
ア

の
よ
さ
で
、
初
心
者
講
座
の
中
途
脱
落
者
は
殆
ど
な

く
な
っ
た
。 

  
 

 

     

十
年
続
く
初
心
者
講
座
の
中
か
ら
、
毎
年
次
々
に

人
材
が
育
ち
。
神
漢
連
の
活
動
の
中
核
と
な
っ
て
い

る
。
強
い
信
念
を
持
つ
硬
骨
漢
だ
っ
た
が
、
何
と
も

言
え
な
い
愛
嬌
が
あ
っ
た
。
い
つ
ま
で
も
心
の
中
に

少
年
・
田
原
健
一
が
生
き
て
い
る
よ
う
に
思
っ
て
い

た
。 

 
 
 
------------------------- 

神
漢
連
の
更
な
る
発
展
の
為
に
使
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
故
田
原
副
会
長
ご
生
前
の
遺
志
だ
と
ご
遺
族
か

ら
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
戴
し
た
。
故
人
の
お
気
持
ち

を
尊
重
し
、
こ
の
お
金
は
一
般
会
計
か
ら
独
立
さ
せ

て
「
田
原
基
金
」
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
事
と
す
る
。
活
用
対
象
等
の
詳
細
は
今
後
決
め

る
予
定
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
三
村
公
二
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
連
盟
の
住
田
笛
雄
相
談
役
か
ら
追
悼
の
詩
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
哀
悼
田
原
健
一
先
生 

 
 

 

田
原
健
一
先
生
を
哀
悼
す
る 

 

住
田
篪
軒 

毎
聽
淸
聲
響
滿
堂 
毎 つ

ね

に
聴
く
清
声 

満
堂
に
響
く
を 

詩
心
熱
說
自
悠
揚 
詩
心
熱
く
説
い
て 

自
お
の
ず

か
ら
悠
揚
た
り 

于
嗟
突
忽
仙
遊
去 

于
嗟

あ

あ

突
忽 

仙
遊
し
て
去
ら
れ
ん
と
は 

靜
夜
空
望
冷
月
光 

静
夜
空
し
く
望
む 
月
光
の
冷
や
か
な
る
を 

     

       
 

 

漢
詩
文
の
指
南
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
文
会
代
表 

 

柴
田 

洋 

 

秋
吉
さ
ん
は
、
漢
字
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
人
生
を

歩
ん
で
こ
ら
れ
た
が
、
八
十
歳
か
ら
始
め
た
漢
詩
は

険
し
い
と
、
ご
本
人
曰
く
駑
馬
十
駕
と
謙
遜
さ
れ
て

い
る
が
以
文
会
で
は
、指
南
役
を
買
っ
て
出
て
い
た
。

又
漢
詩
人
と
し
て
詩
的
な
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
へ
と

変
心
を
し
て
い
た
。
貴
重
な
人
材
を
な
く
し
た
こ
と

は
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。 

 

な
お
、
十
三
ペ
ー
ジ
掲
載
の
全
日
本
漢
詩
大
会
京

都
大
会
に
お
い
て
、特
別
賞（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
賞
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
授
賞
式
に
は
参
加
す
る

こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

         

■
訃
報 

宇
津
井 

寛
氏 

 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

宇
津
井 

寛

氏
は
、
昨
年
の
十
一
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
九
十
五
歳
） 

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
訃
報 

秋
吉
邦
雄
氏 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

秋
吉
邦 

雄

氏
は
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
六
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。（
享
年
八
十
四
歳
） 

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

■
訃
報 

田
原
健
一
氏 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
前
副
会
長 

田
原
健
一

は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
十
六
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。（
享
年
八
十
一
歳
） 

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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編
集
後
記  

 

「
漢
詩
神
奈
川
」
第
二
十
号
特
別
記
念
号
・
神
奈

川
漢
詩
連
盟
十
年
の
歩
み
を
発
行
し
て
以
来
約
一
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
、
昨
年
十
月

の
十
周
年
記
念
式
典
、
今
年
の
漢
詩
大
会
・
漢
詩
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
立
て
続
け
に
大
き
な
行
事
を
行
っ

て
き
た
。
実
行
関
係
者
の
ご
努
力
と
関
係
会
員
の
ご

協
力
に
よ
り
い
ず
れ
も
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。
今

号
の
記
事
に
記
し
て
あ
る
通
り
あ
る
。 

特
に
漢
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の「
漢
詩
で
遊
ぼ
う
」

は
新
し
い
試
み
と
し
て
漢
詩
の
初
心
者
に
優
し
く
漢

詩
の
作
り
方
が
理
解
し
て
も
ら
え
た
と
思
っ
て
い
る
。 

県
下
の
漢
詩
愛
好
者
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

今
年
二
十
九
年
度
も
六
月
の
総
会
に
よ
り
新
人
事

が
発
足
し
、
更
に
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
上

欄
の
よ
う
に
複
数
の
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
初

心
者
入
門
講
座
は
第
十
一
回
目
と
な
り
多
く
の
新
会

員
が
増
え
、
新
吟
社
の
設
立
を
期
待
し
た
い
。 

 

因
み
に
現
吟
社
の
会
員
数
を
記
載
す
る
。 

 

金
星
会
（
七
名
） 

三
水
会
（
十
二
名
） 

好
文
会
（
十
名
） 

詩
游
会
（
十
一
名
） 

 
 

五
友
会
（
八
名
） 

以
文
会
（
十
三
名
） 

 
 

七
歩
会
（
十
一
名
）
八
起
会
（
十
六
名
） 

岳
精
会
漢
詩
研
究
会
（
十
名
） 

 

九
詩
期
会
（
二
十
名
） 

千
代
田
岳
精
会
（
二
十
二
名
） 

十
期
会
（
十
一
名
） 

霧
笛
女
子
会
（
十
五
名
） 

 
 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
日
現
在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
川
上 

修
己
記
） 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

今
後
の 

行
事
予
定 

 
● 
初
心
者
入
門
講
座 

漢
詩
の
鑑
賞
と
実
作 

（
第
十
一
期
生
） 

 
全
五
回
の
講
義
と
実
習 

①
七
月
二
十
六
日(

水) 

②
八
月
二
日(

水) 

③
八
月
十
日(

木) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④
八
月
十
六
日(

水) 

⑤
八
月
三
十
日(

水) 

 

神
奈
川
近
代
文
学
館
に
て 

午
後
一
時
三
〇
分
よ
り
四
時
三
〇
分 

 
 

一
度
見
学
に
来
ま
せ
ん
か
。 

 

● 

吟
行
会 

 

期
日 

平
成
二
九
年
九
月
二
十
七
日
（
水
） 

 

場
所 

横
須
賀
港 

戦
艦
三
笠
見
学 

 

会
費 

三
〇
〇
〇
円 

 

申
し
込
み 

八
月
三
十
一
日
（
木
）
ま
で 

 
 

本
会
報
に
同
封
し
た
振
り
込
み
用
紙
に
て
参
加
申
し
込
み
と
し
ま
す
。 

 

● 

研
修
会 

 

例
年
ど
お
り
「
投
票
選
句
方
式
」
で
二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
お
こ
な
い
ま
す
。 

 

期
日 

① 

平
成
二
九
年
十
一
月
八
日
（
水
）
② 

十
一
月
一
四
日
（
火
） 

 

時
間 

午
後
一
～
五
時 

 

場
所 

神
奈
川
近
代
文
学
館 

二
階
中
会
議
室 

 

詩
稿
提
出 

〒216-0033 

川
崎
市
宮
前
区
宮
崎6-5-29 

中
島
龍
一 
宛 

 

締
め
切
り 

十
月
十
三
日 

 

申
し
込
み
は 

本
会
報
同
封
の
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

● 

サ
ー
ク
ル
交
流
会
（
旧
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
）
計
画
中 

 

● 

平
成
三
十
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
開
催
（
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
千
葉
県
漢
詩
連
盟
共
同
開
催
） 

平
成
三
十
年
九
月
八
日
（
土
）・
九
日
（
日
）
と
決
定
し
て
い
ま
す
。 


